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肱川橋から上流をのぞむと渡場に突き出す磐 (石積み〉が目にとまります。磐は、蛇行する肱川の流れ

や勢いを変え、河原や堤防の侵食を防ぐことを目的に築かれたもので、肱川の堤防沿いに見られる竹やぶ
やエノキ樹叢(じゅそう)とともに、暴れる肱川から人々の生命・財産を守ってきました。これら自然の力を

利用した治水対策は、第 2代大洲藩主加藤泰興 (治世 :1624年~ 1 674年 ) の時代に行われたといわれてお
り、特に渡場の馨は、水防とともに大洲城の下の淵を深くし、肱川側からの攻撃に対して守りを固めると
いう重要な役割も果たしていました。 市内には今なお、菅田から五郎の聞にかけて数力所の碧が、名残り

をとどめていますが河川改修や護岸工事によって次第に姿を消しつつあります。

今月号のみどころ 今月の納税は 市民の勤き

09月定例市議会...・ H ・.....・ H ・..p2 ~ 3 平成9年9月30日現在

o正副議長就任のごあいさつ...・ H ・..p3 国民健康保険税
人口 39，237人 ( +46) 

o科学体験フェステイパルm大掛|…P4 男 18，723人 ( +17) 

0平地区自主防災組織の防災備品 第 4 
を整備..，・H ・....・ H ・-…...・ H ・...・H ・P4

実月 女 20，514人 ( +29) 

0おおず浪漫祭を開催します./……P5 世帯数 14，036世帯 (+ 10) 

0 市職員の給与状況...・H・..…… P6 ~ 7 納期は12月1日です 面 積 240.99平方キロメートル



九
月
定
例
市
議
会

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
十

五
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
会
議
で
は
、
補
正
予

算
関
係
四
件
、
条
例
関
係
一
件
、
人
事
案
件
一
件
、
議
員
提
出

案
件
二
件
、
そ
の
他
二
件
、
が
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
人
事
で
新
し
い
議
長
に
吉
岡
昇
平
氏
、
副
議
長

に
木
村
誠
氏
、か
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

世
界
の
天
候
に
つ
い
て
、
気
象
庁

が
八
月
十
四
日
に
発
表
し
た

「気
候

系
監
視
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
エ
ル
ニ

l

ニ
ヨ
の
発
生
に
伴
う
天
候
の
異
変
が

地
球
上
の
各
地
で
相
次
い
で
報
告
さ

れ
て
お
り
、

気
象
庁
で
は
「
エ
ル
ニ

l

ニ
ヨ
が
続
く
限
り
、
高
温
や
小
雨
傾

向
は
続
く
だ
ろ
う
」
と
予
想
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
異
常
気
象
が
続

く
中
、
日
本
に
は
六
月
以
降
、
例
年

に
比
べ
て
多
く
の
台
風
が
来
襲
い
た

し
ま
し
た
。
天
候
不
順
の
夏
と
な
り
、

各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
エ
ル
ニ

l
ニ
ヨ
の

影
響
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
市
は
、

平
成
七
年
七
月
に
洪
水
で
大
き
な
被

害
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
異
常

気
象
に
よ
る
災
害
な
ど
が
発
生
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
当
市
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
治
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
「
激

特
事
業
」
に
よ
る
工
事
も
、
関
係
者

の
ご
協
力
に
よ
り
順
調
に
推
移
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事
業
に
歩
調

を
合
わ
せ
、
昨
年
度
は
洪
水
避
難
地

図
(
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
)
を
配
布
、

今
年
度
か
ら
は
「
大
洲
市
水
害
に
強

い
ま
ち
手
つ
く
り
懇
談
会
」
を
発
足
い

た
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
今
後
の

治
水
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
を
関
係
者
と
協
議
し
て
、
一

昨
年
の
洪
水
に
耐
え
ら
れ
る
程
度
の

暫
定
堤
防
の
建
設
と
河
畔
林
の
設
置
、

そ
し
て
拠
点
地
区
の
治
水
安
全
度
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
二
線
堤
等
の
検

討
に
入

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
行
政
と
民
間
が
可
能
な

限
り
の
自
助
努
力
を
行
っ
た
上
で
、

国
に
は
内
水
の
排
除
が
で
き
る
ポ
ン

プ
の
据
え
付
け
工
事
の
要
望
を
行
い
、

当
市
の
治
水
対
策
を
よ
り
安
全
な
も

の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計

二
十

一
億
五
千
二
百
六

十
万
五
千
円

特
別
会
計
千
六
百
九
十
五
万
五
千

円

台

計

二
十

一
億
六
千
九
百
五

十
六
万
円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
、

三
百
三
億
百
三
十
三
万
八
千
円
、
昨

年
同
期
と
比
較
す
る
と
、
九
・

二
%

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

般

A
E
 

言十

今
回
の
補
正
で
、

一
般
会
計
の
予

算
額
は
百
六
十
二
億
七
千
四
百
三
十

一
万
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
と
比
較

す
る
と
五
億
千
八
百
二
十
七
万
九
千

円

(
三

・
三
%
)
増
加
し
ま
し
た
。

{
総
務
費
}

V
国
庫
負
担
金
・
補
助

金
返
還
金
に
二
千
四
百
十
七
万
九
千

円
V
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所
整
備
事

業
費
と
し
て
四
千
八
百
六
十
万
千
円

V
地
方
拠
点
都
市
基
盤
整
備
費
と
し

て
一
億
五
千
三
百
二
十
五
万
六
千
円
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V
大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業
費
と
し

て
三
千
二
百
十
七
万
円
V
萎
涜
先
生

来
洲
四
百
年
記
念
韓
国
訪
問
旅
費
に

四
十
七
万
二
千
円
V
旧
新
谷
公
民
館

別
館
茶
室
調
査
・
図
面
作
成
及
び
解

体
工
事
費
と
し
て
七
十
三
万
五
千
円

V
菅
団
地
区
地
域
振
興
補
助
金
と
し

て
三
千
百
五
十
万
円
V
大
洲
農
業
高

等
学
校
農
業
教
育
振
興
協
議
会
補
助

金
と
し
て
百
十
四
万
千
円

{
民
生
費
}

V
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
費
と
し
て
九
億
九
千
四
百

九
十
三
万
七
千
円
V
老
人
ホ
l
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料
に
七
百

二
万
五
千
円
V
こ
と
ぶ
き
文
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
事
業
補
助
金
と
し

て
六
十
万
円

一
衛
生
費
}

V
市
民
会
館
横
公
衆
便

所
改
築
工
事
費
と
し
て
千
五
百
六
十

三
万
円
V
フ
ロ
ン
ガ
ス
回
収
事
業
費

に
三
十
二
万
三
千
円
V
市
不
燃
物
埋

立
地
延
命
・
環
境
対
策
工
事
実
施
設

計
委
託
料
と
し
て
三
百
三
万
五
千
円

{
農
林
水
産
費
}

V
国
営
大
洲
喜
多

土
地
改
良
事
業
費
償
還
基
金
積
立
金

と
し
て
百
八
十
五
万
三
千
円
V
ふ
る

さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業
負
担
金
と

し
て
千
五
百
五
十
二
万
五
千
円
V
祇

園
公
園
整
備
事
業
費

(山
村
振
興
等

農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
)
と
し
て

二
千
万
円
V
市
単
独
土
地
改
良
事
業

補
助
金
と
し
て
百
万
円
V
高
速
自
動

車
道
周
辺
整
備
対
策
事
業
費
に
六
千

十
万
三
千
円
V
間
伐
促
進
強
化
対
策

事
業
費
補
助
金
と
し
て
五
千
百
四
十

万
円



大
洲
市
議
会
議
長

昇

土
口

平

岡

就任のごあいさつ

誠

こ
の
度
の
九
月
定
例
会
に
不
肖
私

が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
身
に
あ
ま
る

光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
市
民
の
皆
様
と
関
係
諸
国

体
の
皆
様
の
日
頃
よ
り
の
御
支
援
、

御
指
導
の
た
ま
も
の
と
厚
く
感
謝
を

申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

公
正
で
円
満
な
議
会
運
営
を

す
。こ
の
う
え
は
、

議
員
各
位
の
ご
助

力
を
得
な
が
ら
、
議
会
が
公
正
に
、

し
か
も
円
満
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
努

力
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、

市
政
発
展
の
た
め
に
、
理
事
者
と
相

携
え
て
、
新
た
な
決
意
で
「
あ
し
た

の
大
洲
市
づ
く
り
』
に
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
で
も
、
今
後
尚

一
層
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撞
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

弱
者
に
対
す
る
思
い
や
り

就
任
を
し
ま
し
た
以
上
大
洲
市
発
展

の
た
め
職
務
に
忠
実
、
か
つ
日
々
努

力
精
心
を
す
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
ま
で
同
様
の
御
厚
情
と
き
び

し
い
御
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

今
日
、
日
本
内
外
共
に
き
び
し
い

情
勢
に
あ
り
、
更
に
大
洲
市
も
大
変

重
要
な
課
題
が
山
積
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
市
民
の
皆
様
と
共
に
労

苦
を
分
ち
合
い
な
が
ら
、
又
議
論
を

重
ね
な
が
ら
努
力
し
解
決
を
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

私
は
特
に
福
祉
施
設
の
充
実
を
は

じ
め
、

心
の
ケ
ア
と
弱
者
に
対
す
る

思
い
や
り
の
政
策
を
念
頭
に
、
更
に

教
育
関
係
に
も
強
い
関
心
を
持
っ
て

お
り
ま
す
の
で
現
在
の
悩
め
る
児
童
・

生
徒
・
保
護
者
に
対
す
る
解
決
策
を

前
向
き
に
検
討
し
、
よ
り
よ
い
家
庭

環
境
、
社
会
環
境
が
構
築
さ
れ
る
よ

う
、
今
後
も
そ
の
他
の
政
治
課
題
を

含
め
鋭
意
努
力
を
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
市
民
各
位
の
さ
ら
な
る
御

活
躍
と
御
健
勝
を
御
祈
念
申
し
上
げ

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

{
商
工
費
}

V
臥
龍
山
荘
整
備
事
業

費
に
三
十
三
万
三
千
円
V
い
も
た
き

会
場
公
衆
便
所
新
築
工
事
費
に
五
千

三
百
五
十
五
万
円

{
土
木
費
}

V
道
路
関
係
業
務
委
託

料
と
し
て
四
百
十
万
六
千
円
V
辺
地

対
策
事
業
道
路
改
良
工
事
費
と
し
て

五
千
万
円
V
市
単
独
道
路
改
良
事
業

費
と
し
て
二
千
八
百
二
十
万
九
千
円

V
市
単
独
道
路
維
持
管
理
費
に
六
百

五
十
万
円
V
愛
媛
県
土
木
施
設
建
設

事
業
負
担
金
と
し
て
三
億
六
千
二
百

五
十
八
万
八
千
円
V
柚
木
北
只
地
区

公
園
整
備
工
事
費
に
千
万
円
V
肱
川

地
区
排
水
ポ
ン
プ
施
設
用
地
取
得
経

費
と
し
て
一
億
百
七
十
八
万
二
千
円

V
公
園
整
備
事
業
費
と
し
て
九
百
六

十
五
万
円
V
市
営
住
宅
若
宮
団
地
解

体
撤
去
工
事
費
と
し
て
五
百
五
十
六

万
五
千
円

{
消
防
費
}

V
消
防
団
実
科
訓
練
費

補
助
金
と
し
て
五
十
七
万
二
千
円

{
教
育
費
}

V
少
年
自
然
の
家
改
修

工
事
費
に
二
百
三
十
万
六
千
円
V
小

中
学
校
施
設
改
修
工
事
費
に
千
六
百

四
十
万
二
千
円
V
喜
多
幼
稚
園
屋
根

改
修
工
事
費
に
三
百
八
十
一
万
四
千

円
V
O
-
-
5
7対
策
関
連
経
費
と

し
て
百
五
十
二
万
六
千
円
V
学
校
教

育
教
材
備
品
購
入
費

(理
科
教
育
等

設
備
整
備
費
補
助
事
業
)
に
百
万
円

V
子
ど
も
議
会
開
催
事
業
費
(
報
告

書
及
び
ビ
デ
オ
作
成
経
費
)
と
し
て

五
十

一
万
七
千
円
V
第

一
回
科
学
体

験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
l
n
大
洲
開
催

事
業
負
担
金
と
し
て
五
十
万
円
V
市

民
運
動
会
開
催
経
費
と
し
て
百
十
七

万
九
千
円

条

関

係

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
格
的
な
少
子
、
高
齢
化
社
会
の

到
来
に
よ
り
、
総
合
的
な
地
域
福
祉

施
設
や
都
市
基
盤
整
備
等
現
下
の
重

要
施
策
の
展
開
が
望
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況

の
中
で
、

市
民
の
総
合
的
福
祉
活
動

の
拠
点
と
な
る
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

の

建

設
、
地
方
拠
点
都
市
整
備
事
業
、

益
々
ご
壮
健
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
四
国
縦
貫
・
横
断
自
動
車
道
の
整
備

上

げ

ま

す

。

に

伴

う

周

辺

整

備

対

策

事

業

等

大

型

こ
の
た
び
の
九
月
定
例
会
に
お
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
中
で
あ
り
、

ま
し
て
、
議
長
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
こ
の
よ
う
な
極
め
て
重
要
な
時
期
に
、

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
わ
た
く
し
に
議
長
と
い
う
要
職
に
就
く
こ
と
に
な

と
り
ま
し
て
は
、
身
に
あ
ま
る
光
栄
り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
身
に
し

で
あ
り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
み
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

-Te曲。。申。。
申。。申。。由。@申。。由。。?。T-
T
-
T
O
T
e
T
@曲。。品。。品。。曲。やや令。TeTeT。TOToT。申。。曲。。由。。曲。@曲。@由
。。曲。。申。。
申
。
。
由
。
品
。
や
や
令
。
申
。
。
?
。
T
O
T
O
ToTやや令。申。。曲。。申。。申。。曲。。
申。。申。。申
。。由。。由。。T

大
洲
市
議
会
副
議
長

木

村

例

V
大
洲
市
職
員
退
職
手
当
条
例
の

部
を
改
正
す
る
条
例

人

案

事

件

V
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

久
保
幸
一
委
員
の
退
職
に
伴
い
後

任
委
員
の
選
任
に

つ
き
議
会
の
同
意

を
求
め
た
も
の
で
す
。
新
委
員
H
山

下
勝
利
(
大
洲
市
成
能
甲

一一

八
O

番
地
/
昭
和
十
六
年
三
月
十
日
生
)

議
員
提
出
案
件

V
第
四
次
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

五
箇
年
計
画
の
策
定
と
投
資
規
模
の

大
幅
な
拡
大
及
び
そ
の
強
力
な
推
進

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全

創
出
の
た
め
、
第
四
次
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
五
箇
年
計
画
の
策
定
と

投
資
規
模
の
大
幅
な
拡
大
を
推
進
す

る
よ
う
、
関
係
行
政
機
関
へ
意
見
書

を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

V
道
路
関
係
予
算
の
確
保
と
道
路
特

定
財
源
堅
持
等
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い

て

市
民
生
活
に
お
い
て
道
路
の
果
た

す
役
割
と
必
要
性
を
勘
案
し
、
道
路

関
係
予
算
の
確
保
と
道
路
特
定
財
源

等
を
堅
持
す
る
よ
う
、
関
係
行
政
機

関
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

そ

の

他

V
平
成
八
年
度
大
洲
市
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
V
平
成
八
年
度

大
洲
市
企
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

3 



州ー川
子

供

た

ち

が

楽

し

く

、

科

学

実

験

a
b

ゃ
科
学
工
作
な
ど
を
直
接
体
験
で
き

v

a
s
s

る
場
を
提
供
し
、
自
然
の
不
思
議
さ

aap

d
・

-

や

科

学

の

お

も

し

ろ

さ

を

実
感
す
る

a眉
瑚

，

，

こ

と

に

よ

り

、

科

学

や

技

術

に

対

す

』
島

d
E

る
興
味
や
関
心
を
高
め
て
い
く
こ
と

晴
チ
百
訂
以
両
日
間

池
宮

S'E.
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

a
a

'

4

，

待

ち

し

て

い

ま

す

。

濯
4

f

Z

{

日
時
}
十

一
月
二
十
二
日
出

司
唖
咽

圃

，

F

十
時
i
十
六
時

fli
li-
-
L
Pい

(入
場
は
十
五
時
三
十
分
ま
で
)

11月号広報ああず '97

11月22日⑥開催

平
成
七
年
の
大
水
害
を
契
機
に
、

平
地
区
に
自
主
防
災
組
織
が
発
足
し

ま
し
た
。
大
洲
市
で
は
、
こ
の
地
元

支
援
組
織
の
機
能
と
実
効
性
を
高
め

る
た
め
に
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

宝
く
じ
助
成
事
業
を
導
入
し
て
組
織

活
動
に
不
可
欠
な
安
全
装
具
・
機
材

な
ど
の
防
災
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

{整
備
し
た
防
災
備
品
}

小
電
力
無
線
設
備

無
線
中
継
装
置

保
護
ヘ
ル
メ

ッ
ト

活
動
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

一
式
一
基

五
十
個

五
十
着

( 

{
場
所
}
大
洲
市
総
合
体
育
館

{
対
象
}
小
・
中
・
高
校
生

{
内
容
}
グ
ニ
ヤ
グ
ニ
ヤ
ス
ラ
イ
ム

や
巨
大
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
っ
た
り
、

マ
イ
ナ
ス
二
O
O
℃
の
世
界
を
体

験
し
た
り
、
様
々
な
実
験
を
行
い

ま
す
。
プ
リ
ク
ラ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

{
入
場
料
}
無
料

{
問
い
合
わ
せ
先
}
大
洲
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
体
育
課

宮
(旬

2
1
1
1
(内
線
5
5
2
)

00 懐
中
電
灯

二
十
五
個

水
防
用
救
命
胴
衣

十

着

地
域
に
住
む
皆
さ
ん
が
協
力
し
て

こ
そ
、
災
害
に
強
い
地
域
が
で
き
あ

が
り
ま
す
。
個
人
、

家
庭
ご
と
で
防

災
活
動
を
し
て
も
、
い
ざ
と
い
う
と

き
効
果
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
自
主

防
災
組
織
を
よ
り
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
一
環
と
位
置
付
け
、
そ

こ
で
暮
ら
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
協
力

し
合
い
、
地
域
防
災
活
動
を
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
大
洲
市
で
は
、
災

害
に
強
い
ま
ち
寺
つ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

今
後
も
平
地
区
の
よ
う
に
自
主
的
な

防
災
組
織
体
制
の
整
っ
た
地
域
に
対

し
て
、
同
様
な
支
援
を
行

っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

4 

年
金
制
度
は
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」
の
仕
組
み

公
的
年
金
制
度
は
、
働
く
若
い
世

代
の
あ
い
だ
保
険
料
を
納
め
、
年
を

と
っ
て
老
年
者
世
代
に
な

っ
て
か
ら

年
金
を
も
ら
う
「
世
代
と
世
代
の
支

え
合
い
」
の
制
度
で
す
。

公
的
年
金
制
度
は
私
的
な
個
人
年

金
と
違
い
、
今
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
保
険
料
が
直
接
あ
な
た
の
年
金

の
財
源
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
今
あ

な
た
が
保
険
料
を
納
め
た
実
績
が
、

あ
な
た
の
受
け
る
年
金
額
の
算
定
の

も
と
に
な
り
ま
す
。
パ
リ
パ
リ
働
く

現
役
世
代
が
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
第

一
線
を
退
い
た
年
金

受
給
権
者
世
代
を
扶
養
し
合
っ
て
い

く
国
民
全
体
の
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
個
別
の
要
望
す
べ
て
に
応
じ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
公
的
年
金
が

あ
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
個
人
貯
蓄

等
を
組
み
合
わ
せ
て
老
後
の
生
活
設

市
町
肱
川
流
域
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

あ
な
た
も

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

肱
川
流
域
開
発
促
進
協
議
会
で
は
、

肱
川
流
域
市
町
村

(
大
洲
市
・
喜
多
郡
)

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
肱
川
流
域
の
四
季
」

で
す
。

四
季
折
々

の
風
景
を
撮
影
し
た
作
品
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

計
を
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

公
的
年
金
制
度
は
、
財
政
の
均
衡

を
保
つ
た
め
最
低
五
年
に

一
度
は
財

政
の
再
計
算
が
行
わ
れ
る
た
め
将
来

に
わ
た

っ
て
健
全
な
運
営
が
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
し
、
年
金
額

は
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入
に
よ
り
、

年
金
の
実
質
価
値
は
確
保
さ
れ
ま
す

か
ら
老
後
の
生
活
設
計
の
土
台
と
し

て
信
頼
さ
れ
る
十
分
な
制
度
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
は
、
加
入
者
全
体

で
安
定
し
た
制
度
を
維
持
し
、
世
代

間
で
相
互
に
依
存
し
あ
う
継
続
的
な

相
互
扶
助
で
あ
り
、
そ
し
て
何
よ
り

年
金
加
入
は
国
民
の
義
務
で
も
あ
る

の
で
す
。

年
金
制
度
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
主
人
公
で
す
。
忘
れ
ず
に
届
出

を、

忘
れ
ず
に
保
険
料
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

{応
募
方
法
}
応
募
用
紙
(
事
務
局
ま

た
は
告
公
民
館
に
あ
る
)に
、作口同
名、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
撮
影
場
所
と

年
月
日
、作
品
の
コ
メ
ン
ト
を
記
入
し

て
事
務
局
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

{作
品
}

V
サ
イ
ズ
は
四
切
ま
た
は

ワ
イ
ド
四
切
V
白
黒

・
カ
ラ
ー
い
ず

れ
も
可
V

一
人
五
点
ま
で
V
未
発
表

の
も
の
に
限
る

{応
募
期
限
一
十
一
月
三
十
日

{
事
務
局
友
び
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
大
洲
六
九
O
l
一/
大
洲
市

役
所
企
画
調
整
課
肱
川
流
域
開
発
促

進
協
議
会
/
宮
@
2
1
1
1
(内
線
3
7
2
)



広報ああず '97 11月号

え第十
回
県
民
総
合
文
化
祭
が
十
一

月
八
日
出
か
ら
三
十
日
同
の
問
、
開

催
さ
れ
、
県
内
各
所
で
多
彩
な
催
し

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
え
ひ
め
産
業
文
化
ま
つ
り
」
も

こ
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
、
県

内
の
各
種
産
業
や
伝
統
文
化
に
対
す

る
親
し
み
を
深
め
、
健
康
で
潤
い
と

活
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
愛
媛
づ
く

り
を
目
的
に
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

ご
家
族
お
揃
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

おおず浪漫

-おはなはん通り

・中町3丁目
・おおず赤煉瓦館他

11月3日(月)

-vghg抽
選
爾

{
日
時
}

日
月
勾
日
出

お
日
間
同

{場
所
}

.
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館

.
愛
媛
県
農
業
試
験
場
跡
地

{主
な
行
事
}

O
ふ
る
さ
と
文
化

・
産
物
展
(
創

り
・
伝
え
る
特
産
工
芸
品
展
他
)

O
技
の
情
報
発
信
展
(
農
高
生
等

に
よ
る
技
術
ア
イ
デ
ア
展
・
い

き
い
き
シ
ニ
ア
創
作
展
他
)

日
時
j

口
時

9
時
j

日
時
初
分

、

十

一
月
三
日
間
文
化
の
日
、
今
年

も
浪
漫
祭
が
お
目
見
え
し
ま
す
。
会

場
は
、
昨
年
同
様
「
お
は
な
は
ん
通

り
」
「
中
町
三
丁
目
」
「
お
お
ず
赤
煉

瓦
館
」
の
一
ニ
カ
所
を
中
心
と
し
て
、

新
し
い
試
み
も
盛
り
だ
く
さ
ん
に
お

送
り
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
家
族
連
れ
で
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。
な
お
当
日
は
、
お
ま
つ

り
村
と
赤
煉
瓦
館
前
と
を
結
ぶ
渡
し

船
を
無
料
で
運
行
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
浪
漫
祭
大
道
芸
お
品
書
き
】

V
南
京
玉
す
だ
れ

V
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
パ
フ
ォ

l
マ

ン
ス

V
女
霊
媒
師

V
手
品

V
人
間
猿
回
し

そ
の
他
に
も
多
種
取
り
揃
え
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
来
て
の

お
楽
し
み
/

O
ふ
る
さ
と
感
謝
の
広
場
(
記
念

も
ち
ま
き
他
)

O
親
子
の
ふ
れ
あ
い
広
場
(
わ
い

わ
い
動
物
広
場
、
ぉ
岨
…
ゆ
」
遊
伺

う
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

「
木
工
・
木

工
」
コ

ー
ナ
ー
他
)

O
各
種
団
体
の
協
賛
展
と
即
売

{問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
農
林
水
産
部
技
術
指
導
課

宮

0
8
9
・
9
2
1
・
4
4
4
3

※
な
お
、
県
民
総
合
文
化
祭
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
庁
文
化

振
興
課
文
化
事
業
係
官

0
8
9
・
9

4
1
・
2
1
1
1
(内
線
2
1
8
8
)

ま
で
。

商
工
観
光
課
か
ら
の

お

知

ら

せ

商
庖
街
で
商
売
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

大
洲
市
の
主
要
商
庖
街
に
お
い
て
、

空
庖
舗
が
増
加
し
商
庖
街
の
活
力
低

下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
空

庖
舗
を
有
効
に
活
用
し
、
市
内
商
庖

街
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
大
洲
市
で
は
「
大
洲
市
空
庖
舗

対
策
補
助
金
交
付
規
程
」
を
平
成
九

年
四
月
一
日
よ
り
施
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
大
洲
市
の
主
要
商

店
街
の
空
き
庖
舗
を
利
用
し
て
商
業

(
商
売
)
を
営
む
場
合
、
家
賃
の
二

分
の
一
を
一
年
間
ま
た
は
、
庖
舗
改

装
に
か
か
る
費
用
の
二
分
の
一
を
補

助
金
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
、
限

度
額
は
い
ず
れ
も
百
二
十
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

商
庖
街
活
性
化
を
担
っ
て
い
た
だ

け
る
熱
意
の
あ
る
方
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
所
有
者
の
方
も

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

十

一
月
か
ら

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
を

午
後
五
時
で
閉
館
し
ま
す

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
は
、
利
用
者
の

少
な
い
冬
場
の
開
館
時
間
を
短
縮
し

て
営
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
館
は
、
市
内
の
物
産
の
販
売
や
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
展
示
会
な
ど
に
利
用

さ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
観
光
客
の

方
々
に
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
冬
場
の
夜
間
に
つ
い
て

は
利
用
者
が
著
し
く
減
少
す
る
こ
と

か
ら
、
午
後
五
時
ま
で
の
開
館
と
す

る
も
の
で
す
。
三
月
か
ら
は
、
引
き

続
き
午
後
十
時
ま
で
開
館
い
た
し
ま

す。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

{開
館
時
間
短
縮
の
期
間
}

十
一
月
五
日
か
ら
二
月
二
十
八
日

こ
の
期
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

※
三
月
一
日
か
ら
は
、
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
十
時
ま
で
開
館
し

ま
す
。
(
休
館
日
は
年
末
年
始
・

月
曜
日
/
休
日
の
場
合
は
翌
日
)

※
十
一
月
二
日
と
四
日
は
、
お
お
ず

浪
漫
祭
の
準
備
と
片
付
け
の
た
め

終
日
休
館
し
ま
す
。

十
二
月
か
ら
二
月
ま
で

人
力
車
は
運
休
で
す

大
洲
市
で
は
、
肱
南
の
古
い
町
並

み
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
土
・
日
・

祝
日
に
人
力
車
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

『
伊
予
の
小
京
都
大
洲
」
を
訪
れ
た

観
光
客
の
皆
さ
ん
に
好
評
を
博
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら

今
年
は
、
利
用
者
の
少
な
い
十
二
月

か
ら
二
月
ま
で
の
問
、
人
力
車
の
運

行
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
月
か
ら
は
土
・
日
・
祝
日
の
午

前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
運
行
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
乗
り

場
は
、
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
で
す
。

内商お
問

線工 口、
(観二
2光E
2課14
2 ft ;;: 
.@。
2 2 
2 1 
3 1 
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広報あ・あず '97 11月号

「 大 洲 市
(6) 一般行政職の級別職員数の状況は年4月1日現在) (1) 

区分 1級 2級 3級 H& 5級 6級 7級 B級 9級 計

標準的な 主事 下級 上級
主査 係長

専門 課長
課長 部長

職務内容 f稽 主事 主事 員 補佐

職員数 1λ 8 
8A0 、 1P1 、 3A5 、 8A7 、 3J4 、 3ノ9、 2メ5、 J7 、 33ノ6、

0/0 0/0 。ゐ 0/0 0/0 9も qも 。ゐ qも 0/0 

構成比 5.4 23，8 3，3 10.4 25，9 10，1 11 ，6 7.4 2，1 100 

1年前の 0/0 qも 9も qも 0/0 0/0 qも 0/0 0/0 qも

~シ 構成比
7.2 20，9 2.4 12，3 26，9 9，9 10，2 8，1 2，1 100 

考 5年目リの 0/0 0/0 0/0 0/0 0/0 0/0 % qも 。品 % 

構成比
9，8 14.7 8.3 21，5 19，0 6，5 10.1 8，6 1，5 100 

(注) 1 大洲市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務

です。

(7) 昇給期間短縮の状況

内

区 分 4口"- 呈剖.1-

一級 技能

行政職 労務職

職 員 数 A 592人 331人 69人

7年度
普通昇給期間(l2~24月)を

0人 0人 0人
短縮して昇給した職員数B

上七 率 B/A 0，0% 0，0% 0，0% 

職 員 数 A 593人 334人 66人

日年度
普通昇給期間(l2~24月)を

0人 0人 0人
短縮して昇給した職員数B

比 率 B/A 0，0% 0，0% 

(8) 特別職の報酬等の状況(9年4月1日)

区 分 給料、報酬等の月額 期末手当

市 長 960，000円

助 役
( 8年度支給割合)

745，000円

6月 1，6月分
収入役 652.000円

12月 1，9月分

議 長 480，000円
3月 0，5月分

副議長 390.000円
言十 4，0月分

議 員 357.000円

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2) 職員給与費の状況(普通会計予算)

給 与 費 1人当たり
区分 給与費

給 料 職員手当
期 来

計臼 (B/A) 
勤勉手当

9年度 416人 14億5.132万円 1億8，563万円 6億8，106万円23億1.801万円 557万円

(i主) 1 職員手当には、退職手当を含みません。

2 給与費は、 9月矯正後の予算に計上された額です。

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額及び
平均年齢の状況 は年4月1日現在)

一般行政戦 技能労務職

区分
平 均 平均

平均年齢
平均 平均

平均年齢
給料月額 給与月額 給料月額 給与月額

大洲市 298.590円 316，231円 38，6歳 250.129円 261.416円 41.3歳

国 309，392円 39，1歳 280，347円 47.8歳

(4) 職員の初任給の状況 (9年 4月1日現在)

大 洲 市 国

区 分

初任給
採用 2年

初任給
採用 2年

経過日給料額 経過日給料額

一 般 大学卒 171，000円 184，800円 171.000円 184β00円

行政職 高校卒 139.300円 148.900円 139，300円 148，900円
.' 

(注)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の額です。

(5) 職員の経験年数別 ・学歴別平均給料月額の状況
( 9年4月l日現在)

区 分 経験年数10年 経験年数16年 経験年数24年

大学卒 262.440円 313.430円 404.725円
一般行政職

高校卒 200.800円 259.667円 343.475円

高校卒

技能労務職

中学卒 166.900円 200.800円 277.400円

(注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務 している場合は、

採用後の年数です。

6 
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(9) 職員手当の状況

区 分 大 洲 市 国

8年度支給割合 8年度支給割合

期末手当 勤勉手当

大市洲期末手当 6月期 1.6月分 0.6月分

12月期 1.9月分 0.6月分
勤勉手当 3月期 0.5月分 固と

言十 4.0月分 1.2月分 同じ

職制上の段階、職務の級等による加算措置

(支給率) 自己都合 勧奨定年

勤続20年 21.0月分 28.875月分 大市洲
勤続25年 33.75月分 44.55月分

退職手当
勤続35年 47.5月分 62.7月分 固と

最高限度額 60.0月分 62.7月分 同じ

( 9年3月 その他の加算措置定年前早期退職特別措置 ) 

( 2%~20%加算)

31日現在)
退職時 勧奨退職

特別昇給 2号給

1人当たり 自己都合 勧 奨

平均支給額 520万円 2.426万円

(注)退職手当のl人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る

職員に支給された平均額です。

区分 内

時間外勤務手当

年度 支給総額 職員1人当たり支給年額

7年度 8，610万円 145千円

B年度 8，285万円 140千円
一

区 分 全 戦 種

職員全体に占める手当
47.9% 

支給職員の割合

支給対象職員 1人当た
31，346円

。平均支給額
特殊勤務

手当の種類(手当数) 26 
手 当

( 8年度) 支給額の多
研究手当(医療)、知的障害者(児)

施設勤務手当、老人ホーム勤務
代表的 い手当

手当、税務職手当
な手当

の名称
多くの職員 出納員手当、現場監督手当、税

に支給され 務職手当、知的障害者(児)施設

ている手当 勤務手当、老人ホーム勤務手当

百..... 、 国の制度との異同 国の制度と異なる内容

扶養手当
配偶者16，000円、扶養親族2人目まで5，500円、その他2，000円、配偶者のない職員の

同
扶養親族l人目11，000円。一定の年齢の扶養親族1人につき3，000円を加算。

借家居住者一 家賃と12，000円の差額が11，000円に達するまでその差額を支給(支給
住居手当

限度額27，000円)持家居住者3，500円
異

通勤手当
通勤距離片道2畑以上交通機関利用-運賃相当額

異
交通用具利用-運賃相当額の約65%

制定員の状況

ア 部門別職員数の状況(各年4月 1日現在) イ 平成9年の職員数の増滅状況

区 分 職 貝 数 対目り年増減数

部 門 平成7年 平成B年 平成9年 平成7年 平成B年 平成9年

議 4Z2ミh 5 5 5 

総 務 54 56 60 ム2 2 4 

月宣 税 務 20 20 20 

fI 農林水産 33 30 31 ム3

商 工 7 7 8 
政
土 木 37 39 36 3 2 ム3

部 民 生 155 153 152 ム2 ム1

門 衛 生 17 17 17 

計 328 327 329 3 ム1 2 

政特別T寸 部門
教 2月'" 90 89 87 2 ム1 ム2

計 90 89 日7 2 ム1 ム2

普通会計計 418 416 416 5 ム2

病 院 146 147 151 9 4 

害基等れA 計部門A E 
水 道 11 11 11 

下水道 B 10 日 2 ム1

その他 10 10 10 

計 175 178 181 9 3 
jEe3 込 計 593 594 597 14 

(i主)職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職

者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。

部 門 場員数 減員数 差引

総 務 5 4 

自宣
農林水産

行
商 工

政

部

門
土 木 3 ム3

民 生 2 3 ム1

事史 コ月'"ご 2 ム2

病院 6 2 4 

下水道 ム1
p~ 

持家居住者について、国がl朋O円
(取得後5年以内は2，5∞円)に対し
年数にかかわらす3，5∞円を支給I

交通用具利用者については、国の

定額方式に対し定率方式を採用

主な溜減理由

業務増

業務増

業務溜

事務の統廃合縮少

欠員不補充

欠員不補充

業務増

事務の統廃合縮少



11月号広報ああず '97

「
私
と
ま
ち
づ
く
り
、

私
と
大
洲
城
」

武
内
八
重
子
さ
ん
(
八
多
喜
町

、
「
伊
予
の
小
京
都
大
洲
」
こ
れ
は
、

私
が
旅
先
で
大
洲
の
こ
と
を
紹
介
す

る
と
き
に
使
う
こ
と
ば
で
す
。
わ
が

町
大
洲
は
、
江
戸
時
代
か
ら
ゆ

っ
た

り
と
流
れ
る
肱
川
を
中
心
に
六
万
石

の
城
下
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

以
来
、
時
の
流
れ
は
い
く
つ
も
の
小

京
都
情
緒
を
こ
の
地
に
誕
生
さ
せ
ま

し
た
。
春
は
川
岸
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
咲
く
菜
の
花
、
夏
は
満
天
の
星
空

に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
と
う
か
い
、

秋
は
河
原
で
の
い
も
た
き
な
ど
な
ど

移
り
変
わ
る
季
節
に
よ

っ
て
小
京
都

の
表
情
も
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
最

近
始
ま
っ
た
人
力
車
に
乗
っ
て
、
お

は
な
は
ん
通
り
や
赤
煉
瓦
館
な
ど
の

肱
南
の
町
並
み
を
巡

っ
て
み
る
と
、
そ

こ
に
は
人
々
の
生
活
が
息
づ
き
、
ほ
か

の
観
光
地
に
は
な
い
魅
力
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
こ
う
感
心

号

大
洲
市
は、

市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年

(
二
O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
本
丸
跡
に、

天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所

・
高
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
域
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策

係

含

@
2
1
1
1
(
内
線

2
2
2
)

15 第

し
て
い
る
こ
ろ
、
人
力
車
は
臥
龍
山

荘
に
到
着
し
、
建
物
や
庭
の
美
し
さ

に
目
を
み
は
り
、
山
川
の
眺
め
に
日

常
の
煩
わ
し
さ
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
う
っ
と
り
と
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

一
方
、
文
化
面
で
も
、
日
本
の
陽

明
学
祖
で
あ
る
中
江
藤
樹
を
は
じ
め
、

儒
学
を
わ
が
国
に
伝
え
た
と
い
わ
れ

る
学
者
萎
流
、
明
治
維
新
の
国
学
の

重
鎮
矢
野
玄
道
な
ど
の
哲
学
・
思
想

家
を
は
じ
め
、
近
代
の
日
本
創
造
の

原
動
力
と
な
っ
た
人
々
が
数
多
く
誕

生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
、
歴

史
や
風
土
に
大
洲
な
ら
で
は
の
文
化

が
存
在
し
、
伊
予
の
小
京
都
と
称
さ

れ
る
条
件
が
ほ
ぼ
整
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ほ
ぼ
整
っ
て
い
る
と
称
し
た
の
に

は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
大
洲
の
観
光

マ
ッ
プ
を
見
た
と
き
、

『伊
予
の
小

京
都
大
洲
」
に
は
も
う
一
つ
条
件
が

そ
ろ
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、

城
下
町
と
し
て
の
中
心
に
な
る
天
守

閣
で
す
。
今
、
城
山
に
は
二
つ
の
櫓

が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
木
々

に
覆
わ
れ
、
場
所
に
よ
っ
て
は
姿
も

見
え
ま
せ
ん
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
大
洲
城
の
天
守
閣
は
困
層
四
階

で
松
山
城
よ
り
も
高
か

っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
立
派
な
天
守
閣
が

完
成
し
て
こ
そ
城
下
町
と
し
て
の

『伊
予
の
小
京
都
大
洲
』
の
観
光
マ
ッ

プ
が
完
成
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

、っか
。
全
国
各
地
で
、
ソ
フ
ト
面
で
の
ま

ち
さ
つ
く
り
・
村
お
こ
し
運
動
が
さ
か

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
時
期
に
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
ハ
ー

ド
面
で
の
建
物
を
造
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
流
れ
に
逆
行
す
る
こ
と
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
昔
あ
っ

た
城
を
復
元
し
て
、
市
民
の
新
し
い

.

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
造
り
あ
げ
る
こ

と
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
と
い
う

節
目
か
ら
し
で
も
有
意
義
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
、

将
来
の
大
洲
市
に
天
守
閣
は
必
要
と

考
え
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

こ
れ
か
ら
の
大
洲
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
真
剣
に
語
り
合
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人足
同E権兄
和合教主
問E育3
題ごのく
とた
人えめ
権Zの
国E
連記
十
年記

ほん

同
和
問
題
花
人
権
吃
くり
つい
伏
ね
界

シ
刊

l
以

一口
す
か
ら
直
接
、
澗
識
的

に
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
本
号
で

は
、
「
人
権
教
育
の
た
め
らの
国
連
十

年
」
で
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

-い
洞
湘
澗
題
に
欄
す
る
差
別
意
消
印

灘
消
吟
い掴
品
主
出
悼
の
ん
ペ
以
、
そ地
減

改
善
対
策
協
議
会
意
見
具
申
を
溝
唾

札
十
こ
机
ま
マ
の
桐
和
教
育
や
啓
発

活
動
の
中
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た

ぜ

し

カ

A

U

と

さ

城
市
開
校
瀦
ま
え
、
す
べ
て
の
人
の
基

本
的
人
権
を
尊
重
し
て
い
く
た
助
初

日
仏
権
激
清
十
人
権
啓
発
と
し
て
発
展

的
に
再
構
築
し
、

H
rF

F同
和
問

題
を
人
津
間
判
題
の
重
要
な
柱
と
し
ぺ

得
点
い
吟
後
よ
《
ふん
こ
にの
摘
題
に
固

消
防
控
鼻
持
詑
汁
分
に
認
知
し
つ
つ
、

国
際
樹
、
吟
潮
涜
た
そ
せ切
知
揮
を
瀦
ほ

え
て
以
下
の
施
策
を
積
極
的
に
推
進

す
る
。

さ

ベ

つ

い

①
同
和
問
題
に
関
す
る
差
別
意
識

A
M
L
P
し

よ

う

む

お

よ

の
解
消
に
拘
け
た
教
育
及
び
啓
発
に

関
す
お
意
味
に
つ
い
て
は
い
詞
和
澗

糟
の
早
期
解
決
に
向
け
た
今
後
の
方

策
に
わ
か
けイ
ム
平
成
八
年
七
月
一一
計

六
日
閣
議
決
定
)
」
に
基
づ
き
、
次

め
人
耀
教
育
、
人
権
啓
発
の
事
業
に

さ
し
、
う
ゼ
iv

と
く

再
構
成
し
て
推
進
す
る
。
特円
件
数
清

水
潤
す
る
揮
喋

k
m
ぃ
ぺ
つ唯
一
学
校
、

家
淀
川
件
。
地
局
役
一
{
が
こい
淋
げ
と
往
い

て
進
学
意
欲
と
学
力
の
向
上
を
促
進

8 
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人
権
と
同
和
教
育

す
る
内
容
を
も
含
む
も
の
と
し
て
推

進
す
る
。
O
人
権
問
題
啓
発
局
鋒
持

は
化
以
内
、
人
権
教
育
、
啓
発
、
細
究

を
内
容
と
し
た
七
つ
の
事
業
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

り
ん
ほ
カ
ん
し
ゅ
う
へ
ん

②
隣
保
館
加
いい
周
辺
地
域
没
占
め

た
地
域
社
会
全
体
川
仲
代

γ福
祉
初

淵
上
や
人
権
啓
発
の
住
民
交
流
の
拠

点
と
な
る
聞
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ぞ
う
ご
う
で
き

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
総
合
的
な
活
動

を
推
進
す
る
。

こんご

③
仏
口
被
同
教
白
河
北
び
啓
発
の
中
日仏

洞
湘
澗
係
者
の
自
立
向
上
と
い
う
目

標
を
一
重
視
汁
'一
る
と
迫
池
に
、
え
せ
同

:
b
l
i
-
-
;
 

和
行
為
の
排
除
を
徹
底
す
る
。
ま
た
)

じ
。
ぅ

u

けん

澗
別
問
題
に
つ
い
て
の
自
由
な
意
見

交
換
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

ちゅうりっせい

す
品
。
さ
ら
に
、
教
育
の
中
立
性
を

確
保
す
る
。
と
あ
り
ま
す
プ』
ゅ
う

同
和
問
題
は
、
幼
貯
酒
酒
痛
の
J
M

耀
澗
題

F効
的
、
日
本
掴
峰
崎
法
研
保

障
付
込
基
本
的
人
権
め
恒
害
に
係
わ

る
深
刻
で
礼
妙
一
兆
窪
伏
流
問
題
で
あ

り
ま
す
。
圏
内
行
動
計
画
埼
み
て
き

ま
し
た
が
、
同
和
教
育
は
終
わ
っ
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

人
権
問
題
の
大
き
な
柱
と

ι点
、
基

本
的
人
挿
花
一
向
持
さ
炉
心
市
民

一
人

一
人
が
自
分
自
功
初
課
指
と
し
て
、

澗
加
〈拘
問
団
つ叫
ん解
欣
抗
向

J
K
¥

積
極
的
に
実
践
、
努
幼
時け
る
し所
要
が

あ
り
ま
す
。
差
別
は
人
間
の
心
の
問

題
で
す

γけ
ベ
吋
の
市
民
が
す
ぐ
れ

た
人
鴇
議
覚
を
持
つ
よ
う
、
心
の
教

育
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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9月20日(土)砂
照葉の森づ(LJ記念

植樹n西大洲のフラワ
-Ji一つで行われまじ
だ。小学校児童や一般

市民tう約310人n参加
レ、ヤブVパキヤ〉ヲブ

ノキ1dど16種類・2、700
本n植樹されましだ。

<119月11日休)
敬老の自宅宝前l之、数九年100歳以上の高齢者と
老人福祉施設(とみす寮・清和冨・希望ケ丘荘)

l之入所レでい3人だちを桝田市長らげ訪閉じ、ずi
祝い品定手渡レまじた。

....9月25日同
市社会福祉協議会h'"ホー仏ヘ/レパーを派遣レで

い3独LJ暮らしや体の不自自ら例年寄りさ対象l之

「ふれあいいちだきのつどい」き開催しまじた。

ポランチィ?を含む約180人ti"、いちたぎをさ味わ
いちげら、 11ラオt-rやヴー仏を楽しみさ聖じた。

9月2日伏)砂
大洲で11番目の婦人消防とち3
肱南婦人防火つうブti"誕生レ王宮レ

だ。ごの目、結成式ti"行われ、火

災予防さ普及徹底レ、安全で安心

レで住め3まちづぐりさ目指すこ
とき誓い合いまじだ。

<119月16日伏)
第2回d'l加でず女性塾ti"開催巴れ
まレだ。 9月定例市議会傍聴の後、
老人保健施設「フレシド」で家庭

介護さ研修。参加じた塾生だちld
身近怠問題であ3家庭介護の話!こ
熱心に耳を傾け、実際lこ介護さ体

験レ合いまレた。

9月25日(柄砂
上須戒にあ3松久保野菜組合の
観光イモ園で保育所の園児や報道

関係者き招いでの開園式ti"開nれ
まレ足。今年ちあま〈で美味レい

汁、、/マイモh'"できていま苛めで、

皆さんぜひすi越しください。‘9月29日(月)
愛媛ピ/レメシテナシス協会青年

部会の10業者・31名!こより、大洲
学園の清掃奉仕 (床の洗浄とヮ、γ

ワス加工、 11ラス磨きちど)h'"行
われ、圏内ti"見遣;<，~ょう i之奇麗
l之怒しlまUた。d'l疲れさまでしだ。

• 97おおず音楽祭 『吋 ( 
/レりブ/レワ室内オーケ

ストラ大洲公演』丹市

民会館で開催され、世

界的12有名怠オーケス

トうの調べ!こ多くの聴

衆n酔いじれまレた。
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平
成
9
年
9
月
9
日
の
写
真
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
市
内

各
地
の
風
景
や
生
活
、
子
供
た
ち
の
様

子
な
ど
、

9
月
9
日
の
大
洲
市
を
い
き

い
き
と
撮
影
し
た
写
真
が
集
ま
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
の
つ
ま

っ
た
記

録
の
数
々
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【期
間
}

十

一
月
十
八
日

ωj
十
二
月
二
十

一
日
間

【
時
間
}

午
前
九
時
1
午
後
四
時
三
十
分

【
場
所
】

大
洲
市
立
博
物
館
五
階
展
示
室

【
休
館
日
】
月
曜
日
・
祝
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
立
博
物
館

会

@
4
1
0
7

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

九
月
二
十
六
日
分
ま
で
(
敬
称
略

金
一

封

柚

木

金
一

封

(寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

金

一
封

(寄
付
金
)
若
宮

K
J
S

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
南
涼
子

金

一
封
(
寄
付
金
)
大
阪
府
新
田
美
智
子

金

一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

(指
定
配
分
)

金

一
封

(
三
善
地
区
社
協
へ

)

春

賀

上

野

信

一

中
野

幸
子

皆
様
に
は
、
平
素
、
郵
便
局
を
ご
利

用
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。さ
て
、
郵
便
受
箱
及
び
表
札
の
設
置

は
、
郵
便
物
の
迅
速
か
つ
正
確
な
配
達

及
び
安
全
保
護
に
役
立
つ
こ
と
か
ら
、

郵
便
局
で
は
普
及
促
進
に
向
け
、
設
置

運
動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
本
運
動
に
ご
理
解
い

た
だ
き
、
郵
便
受
箱
の
設
置
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

平成10年の

お年玉付年賀はがき

口口口口口

機

金

一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

上

須

戒

岩

本

和

伸

金

一
封
(
肱
南
地
区
社
協
へ
)

大

洲

小

野

政

昭

金

一
封

(平
地
区
社
協
・
平
公
民
館

・

市
社
協
へ

)

徳

森

台

越

芳

明

金

一
封

(新
谷
地
区
社
協
へ

)

新

谷

町

仙

崎

節

子

金

一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
・
市
社

協

へ

)

八

多

喜

町

水

成

元

康

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
・
市
社
協

へ

)

菅

田

町

梶

畠

純

佑

(
物
品
の
口
座
)

タ
オ
ル
二
十
枚
・
雑
巾
三
十
枚

(
大

洲
学
園
へ

)
本
町
大
洲
中
央
公
民
館

内
、
大
洲
婦
道
会

(代
)
白

石

成

子

ま
す
。
な
お
、
郵
便
受
箱
に
つ
い
て
は
、

郵
便
窓
口
で
も
あ

っ
せ
ん
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
近
く
の
郵
便
局
窓
口
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
十
年
二
月
二
日
か
ら
、

郵
便
番
号
が
七
ケ
タ
に
な
り
ま
す
。
現

在
、
各
ご
家
庭
に
新
郵
便
番
号
簿
を
配

布
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
来
年
の

年
賀
は
が
き
は
、

差
出
人
住
所
欄
の
郵

便
番
号
枠
が
七
ケ
タ
に
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
新
郵
便
番
号
を
ご
記
入
の
上
、

受

取
人
に
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。
な
お
、

新
郵
便
番
号
簿
の
必
要
な
方
は
、
郵
便

局
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

mur工i
煙醐翠圏函拠

r-r-縄楢h-.あなたの新しい

~ 郵便番号を記入して
ボストン 出しましょう!

タ
オ
ル
五
十
枚
・
石
鹸
六
十
個
(
入

浴
サ
ー
ビ
ス
及
、
ぴ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
活
用
)

田

口

大

野

栄

一
郎

大

野

珠

子

紙
オ
ム
ツ
十
五
枚

(寝
た
き
り
老
人

へ
)

柚

木

中

野

幸

子

「
平
成
九
年
四
月

一
日
か
ら

九
月
二
十
六
日
ま
で
」

累

計

額

四

三
三
万
八
、
八
六
九
円

内
指
定
配
分
二
八
九
万
五
、
二
六
九
円

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

十
一
月
新
刊
案
内

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
勉
強
会

ス
ト
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
編

ア
ジ
ア
の
女
た
ち
と
宗
教
山
下
明
子
著

四
国
お
遍
路
の
歩
き
方
朝
倉
光
太
郎
著

人

類

の

起

源

高

山

博
著

戦

中

備

忘

録

丸

山
真
男
著

根
絶
さ
れ
た
原
爆
展M
・ハ

1
ウ
イ
ッ
ト
著

広
重
五
十
三
次
を
歩
く
上
・
下

N
H
K
出
版
編

イ

ギ

リ

ス

の

町

植

村

正

春

編

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
青
柳
ま
ち
こ
編

こ
の
国
の
な
く
し
た
も
の
野
坂
昭
如
著

世
界
最
終
文
明
と
日
本
佐
治
芳
彦
著

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
と
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
た
ち

黒
柳
徹
子
著

福
祉
の
仕
事
と
資
格
全
ガ
イ
ド

福
祉
の
仕
事
と
資
格
研
究
会
編

役
に
立
つ
大
学
/
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
編

動
物
は
幼
児
教
育
の
達
人
吉
村
卓
三
著

江

戸

の

小

さ

な

神

々

宮

田

登

著

幽

霊

嘩

峻

康

隆

著

脳
科
学
探
検

R
・
コ
チ
ユ
ラ
ッ
ク
著

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ヒ

l
リ
ン
グ

R
・
ウ
イ
レ
ッ
ト
著

骨
を
強
く
す
る
料
理
竹
内
冨
貴
子
著

わ
た
し
の
陽
気
な
キ

ッ
チ
ン

R
・
コ
ル
ウ
イ
ン
著

木

々

の

う

た

間

宮

芳

生

・

他

著

ネ
コ
が
お
な
か
を
見
せ
る
と
き
野
矢
雅
彦
著

事

典

プ

リ

ン

ツ

幻

室

伏

哲

郎

著

日
本
の
や
き
も
の
巡
り
成
美
堂
出
版

神
童

山
本

茂

著

話
し
方
の
⑮
法

則

城

生

伯

太

郎

著

俳
句
、
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
黒
田
杏
子
著

10 

手

首

の

問

題

赤

川

次

郎

著

黄
金

谷

秘

録

高

橋

義

夫

著

女

神

山

本

道

子

著

舞

台

裏

瀧

淳

美
恵
子
著

サ

ハ

リ

ン

脱

走

列

車

辻

真

先

著

ひ

ま

わ

り

の

祝

祭

藤

原

伊

織

著

神

々

の

山

嶺

上

・

下

夢

枕

猿

著

あ

と

は

野

と

な

れ

室

井

光

広

著

無

鹿

遠

藤

周

作

著

雪

の

夜

の

あ

と

北

原

亜

以

子
著

木
霊
集

田

久

保

英

夫

著

す
べ
て
の
怒
り
は
水
の
ご
と
く
に

灰
谷
健
次
郎
著

北
極
点
は
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
河
野
兵
市
著

ペ
ル
ー
か
ら
の
便
り
青
木
盛
久
著

ク
ロ
ー
ン
の
祭
壇

p
・ゴ

l
ル
ズ
ワ
l
シ
l
著

十
一
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
文
化
財
講
座

「
大
洲
の
埋
蔵
文
化
財」

講
師
稲
田
賓
留
先
生

日
時
日
月
初
日
同

ヘ、4
d
・
ハ
U
f
}

寸
ょ
・
ハ
U

J

f

，
‘
‘
ハ
ペ

U
l
-
-

n，J
h、

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

O
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

大
図
書
館
補
強
工
事
の
た
め
利
用
者
の

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
。

日
月
1
日
か
ら
日
月
羽
目
の
問
、
駐

車
場
と
児
童
閲
覧
室
の
利
用
、
な
ら
び

に
児
童
図
書
の
貸
出
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
。そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
存

じ
ま
す
が
、
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
図

書

館



11月号広報おおず '97

十
一
月
は
青
少
年

健
全
育
成
強
調
月
間
で
す

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
は
、
市
民

の
願
い
で
す
。
大
洲
市
で
は
、
青
少
年

の
健
全
な
育
成
と
非
行
防
止
に
努
め
、

健
全
な
家
庭
づ
く
り
、
社
会
e

つ
く
り
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
で
あ
る

十

一
月
に
は

「育
て
よ
う

心
豊
か
な

大
洲
の
子
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

各
公
民
館
を
中
心
に
啓
発
活
動
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。
家
庭
や
地
域
に
お
い
て

も
「
あ
い
さ
つ
・
愛
の

一
声
運
動
」
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

親
業
一
日
講
座

を
謂
曜

子

育

て

相

談

1
4|

様
々
な
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
が
、

子
育
て
に
不
安
が
あ
っ
た
り
、
悩
ん
で

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
日
赤
小
児
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
平
林
先
生
を
お
迎
え
し

て

「子
供
の
心
を
知
る
に
は
ど
う
す
る

か
」「
子
供
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
親

の
話
し
方
と
は
」
「
親
子
の
対
立
を
解

く
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
」
な
ど
、
心

理
学
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
も
と

に
し
て

一
日
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
【日
時
】
日
月
日
日
出

午
後
7
時
j
午
後
9
時
却
分

{場
所】

大
洲
市
総
合
体
育
館
会
議
室

{受
講
料
・
相
談
料
}
無
料

{担
当
]
親
・
お
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

平

林

茂

代

(
日
赤
小
児
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
)

※
詳
し
く
は
含
@
3
2
2
4
久
保
田
、

ま
た
は
包
@
0
9
5
8武
井
ま
で
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
締
め
切
り

は
講
座
開
始
の

一
週
間
前
で
す
。

【定
員
】
各
講
座
却
人

【
費
用
}
1
6
0
1
9
0
0
円

※
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
は
、

国
立

大
洲
青
年
の
家
ま
で
。
8
@

5
1
7
5

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「愛
媛
県
最
低
賃
金
」
を
改
正
し
、
十

月
一
日
か
ら
施
行
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
よ
り
、
十
月

一
日
以
降

分
と
し
て
労
働
者
に
支
払
う
賃
金
は
、

一
日
四
千
六
百
八
十
五
円

(
一
時
間
五

百
八
十
八
円
)
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
愛
媛

県
労
働
基
準
局
賃
金
課
8
0
8
9
・
9

3
5
・
5
2
0
0
ま
で
。

政
策
を
始
め
、
各
種
の
行
政
施
策
を
立

案
す
る
際
の
重
要
な
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
国
の
重
要
な

統
計
調
査
で
す
。

調
査
は
、
全
国
で
約
十
四
万
の
小
売

庖
舗
に
お
願
い
を
し
、
主
な
商
品
の
販

売
価
格
な
ど
を
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

十

一
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
調
査
員
が
庖
舗
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
伺
い
ま
し
た
ら
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
企
画
調
整
課

会
(砂
2
1
1
1
(内
線
3
7
9
)

1
1
9
番
通
報
は

落
ち
着
い
て
早
く
正
確
に

1
1
9
番
の
通
報
で
大
切
な
こ
と
は
、

次
の
四
点
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
、
電
話
機
の
そ
ば
に
場
所
の
説
明

の
仕
方
や
電
話
番
号
な
ど
の
必
要
事
項

を
書
い
た
メ
モ
を
貼
っ
て
お
く
と
参
考

に
な
り
ま
す
。

①
火
災
・
救
急
の
別

「火
事
で
す
」
又
は

「救
急
で
す
」

と
は
っ
き
り
言
う
。

②
場
所

(有)星 加 水道設備

ft26-0020 
上甲 建設(械

会 24-5914
徳森設備

含 25-4023
滝 田 商庖

ft25-0901 
備) 丸 電工業

ft24-5351 
西 田 水 道 庖

ft26-0265 
(有)三原設備

ft24-3783 
淳 山水道工事庖

ft24-2583 
(有)いの水道設備

合 24-2216
伊 予屋 住 設

ft24-2541 
(有)内田電気水道設備

ft25-2858 
岡 福 水 道工事庖

合 24-3656
傭)オクダ設備

ft24-3674 
大塚鉄 工 所

ft25-0300 
惰)神 田鉄工所

ft24-4122 
神南設備

ft25-4684 
城戸電業社

まま 25-2944 
久保鉄工所

まま 26-0537 
(械土居鉄工所

ft24-4519 
(有)アサノ設備

含 24-0783
(有)南予水道 住 設

ft25-1350 
佐藤水道庖

ft24-4410 
(有)星 加 水道設備

ft26-0020 
上 甲 建設 (槻

合 24-5914

11月1日出

11月2日(日)

国
立
大
洲
青
年
の
家

受
講
者
を
募
集
中

f

v知
っ
て
る
つ
も
り
?

ふ
る
さ
と
再
発
見
/
ー
内
子
町
編
|

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
町
、

白
壁
の
町
内
子
町
を
探
検
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
プ
ロ
の
ガ
イ
ド
が
ご
案
内
し
ま

す
。{日
時
】
日
月
辺
日
出

【募
集
人
数
}
却
人

【費
用
】
大
人

9
5
0
円

小
人

5
5
0
円

V
ふ
れ
あ
い
サ
タ
デ
l

あ
な
た
の
余
暇
を
文
化
活
動
に
/

日
/
8

茶
道
・
芸
品
づ
く
り

ロ
/
日

ア
1
ト
フ
ラ
ワ
ー

-
版
画

11月3日(月)

11月8日比)

11月9日(日)

全
国
物
価
統
計
調
査
に

ご

協

力

を

f

h--
本
年
十

一
月
に
「
平
成
九

-L・日年全
国
物
価
統
計
調
査
」
が

d
・
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
消
費
者
が
購
入
す
る

主
な
商
品
の
販
売
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
の

料
金
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
、
物
価

11月15日凶

11月16日(日)

11月22日目

11月23日(日)

11月24日(月)

11月29日目

11月30日(日)

住
所
は
正
し
く
、
目
標
物
な
ど
も
言

ぃ
、
わ
か
り
や
す
く
場
所
を
伝
え
る
。

③
火
災
や
事
故
の
状
況

火
災
や
事
故
の
状
況
を
正
確
に
言
う
。

④
通
報
者
の
氏
名

・
連
絡
先

「私
の
氏
名
は

0
0
0
0で
、
電
話

番
号
は
ム
ム

l
ム
ム
ム
ム
で
す
。」

通
報
者
を
明
ら
か
に
す
る
。

※
普
段
か
ら
落
ち
着
い
て
正
確
な
通
報

が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
の
ご
案
内

V
創
作
矢
野
和
紙
人
形
展

日
月
幻
日
ω
1
日
月
3
日
間

V
野
田
文
子
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
作
品
展

日
月
8
日
出
1
日
月
9
日
同

V
富
岡
朝
子
染
織
ラ
ン
プ
作
品
展

日
月
日
日

ω
i
u月
日
日
同

V
大
洲
市
職
員
文
化
展

日
月
四
日
ω
1
1
月
M
日
開

V
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト

日
月
お
日
回

※
休
館
日
日
月
2
日・

4
日
・
日
日
・

げ
日
・
羽
目

お
願
い
各
作
品
展
の
最
終
日
は

9
時

か
ら
日
時
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

合

@
1
2
8
1

月末までの

大洲市内の交通事故

9月末現在 昨年同期

件 数 217 175 

負傷者 294 216 

死者 2 3 

9 

11 



1
l
l」
号

E

-

同
月
・
・

一

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
蝕
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

日
月
刊
日
開

叩
時
1
日
時

場

所

市

役
所
三
階
会
議
室

日
時

日
月
初
日
同

叩

時

1
日
時

場

所

市

役
所
三
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】

(
法
務
省
)

日
時

日
月
M
日

働

問

時

1
日
時

場
所

三
善
公
民
館

日
時

日
月
四
日

同

叩

時
1
日
時

場

所

市

役
所
三
階
会
議
室

{
心
配
ご
と
相
談
】

o
一
般
相
談

毎

週
月

・
水
・
金
曜
日

第

一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

包
@
5
6
2
9
(直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す

時

間

叩

時
l
u
時
、
日
時
j

m
時

場

所

大

洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談

室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
室
】

日

時

毎

日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲
市
福
祉
事
務
所

'97 

保健センターだより

合 24-3775
0乳幼児健康診査。
11月4日ω 平成9年6月生※
11月11日ω 平成 9年6・7月生。
11月18日ω 平成8年4月生
11月25日ω 平成6年10月生
※は肱南・久米 ・肱北 ・喜多・平

地区のみ

@は連絡所のみ

受付時間 13 : 00 ~ 1 3 ・ 30

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳 ・アンケー ト・

パスタオル

(※・。のみ)

。乳幼児育児相談。

11月11日伏) 平成8年12月生

平成9年1月生

連絡所のみ

受付時間 9 : 30 ~ 10 : 00 

実施場所 大洲市保健センター

持参品母子手帳 ・パスタオル

。健康相談 ・栄養相談。

11月17日(月)

10 : 00~ 12 ・ 00 、 13: 00~15:00 

実施場所 大洲市保健センター

持参品健康手帳

相
談
ご
と
案
内

広報おおず

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時

日
月
日
日
出

9
時
j

u
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
包
@
5
6
6
0
(
政
所
)

ま
た
は
包
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
}

日
時

日
月
5
日
側
、
初
日
同

日
時
j
M
時

場

所

大

洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

{
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲
隣
保
館
8
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日

時

日

月
日
日
出

9
時
i
m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O
|
九
8
@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

8
@
作
肘
弘
M
Vロ

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す。

日
時

毎
日
8
時
叩
分
j

げ
時

合

(ω町
υ
U
HI4

国
立
大
洲
青
年
の
家

担
当

|休|日|急|患|診|療|
11月2日 沢井耳医院(中村)
(日) ft24-2510 
大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 
回渡ク リニック(新谷)

ft25-3217 
市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 
亀井小医院(東大洲)

ft24-3757 
大洲中央病院(東大洲)

合 24 -4 5 5 1 
松尾産婦医院(中村)

ft24-5803 
大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 
松尾産婦医院(中村)

合 24-5803
大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 
清家産婦医院(東大洲)

ft24-6868 
市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 
松元産婦医院(中村)

ft24-3067 
大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 
[平日夜間の急患]
月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

合 24-2151
加戸病院(若宮)

ft24-5101 
大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

11月3日
間

{
定
期
税
務
相
談
】

日
時

日
月
比
日
(
金
)
叩
持
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室
松
山

分
室

【
市
民
法
律
相
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時

日
月
日
日
出
日
時
l
m
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

※
予
約
が
必
用
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係
宮
@
2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

。コ

3引献
努剖血
主立|の
願ilitlお

iZ|型
す回15

Uせ
す 11月9日

(日)

11月16日
(日)

11月23日
(日)

11月24日
間

実
施
日

日
月
6
日
同

市
立
大
洲
病
院
叩
時
i
u
時

愛

媛

銀

行

日

時

却

分

j

リ
比
時
却
分
，

日
時
j
M
時
加
分

大
洲
記
念
病
院

保

健

所

歯

科

相

談

V
こ
ど
も
の
歯
科
相
談

日

時

日
月
お
日
制

日
時
j

H
時
加
分

対

象

乳

幼

児

持
参
品
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ

ル
、
ェ
。
フ
ロ
ン

料

金

百

円
i
五
百
円

V
歯
の
芯
ん
で
も
相
談

あ
な
た
の
歯
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と

な
ん
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

12 

日

木~日曜日

11月30日
(日)

曜水

日
月
初
日
同

日
時
1

日
時
受
付

対

象

一
般

料

金

無

料

V
ほ
や
ほ
や
マ
マ
の
歯
科
相
談

間
も
な
く
マ
マ
に
な
る
あ
な
た
に
、

誕
生
し
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
も

歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

日

時

日
月
四
日
凶
日
時
j
日
時

対

象

妊

娠

・
一
般
女
性

持
参
品
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
母
子

手
帳

料

金

無

料

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
用
で
す
。

大
洲
保
健
所
合
@
3
1
6
5

日

時2回目

受付時間

実施場所

持参品

。胃及び大腸がん検診。

11月4日伏) 南久米連絡所

11月5日(水) 平野連絡所

11月6日(木)・7日幽菅団連絡所

11月12日(水)・13日(樹新谷連絡所

受付時間 8 : OO~ 10 : 00 

検診料胃がん 900円

大腸がん 400円

70歳以上の人は無料です

。経口生ポリオワクチンの投与0
11月12日(対 肱北・ 喜多地区

11月19日同連絡所管内の人

11月26日休) 肱南 ・久米 ・平地区

l回目平成9年 1月1日~

6月30日生

平成8年7月1日~

12月31日生

1 3: 00 ~ 1 3 : 20 

大洲市保健センター

健康手帳・ チャイルド

ノート

無料金料
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